
第
1
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
は
�

５
段
階
に
分
か
れ
て
い
ま
す
�

　
介
護
保
険
制
度
の
ス
タ
ー
ト
に
伴
い
介
護
保
険
料

を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
制
度

導
入
当
初
の
特
別
対
策
と
し
て
、
第
一
号
被
保
険
者

の
保
険
料
が
今
年
四
月
か
ら
九
月
ま
で
は
免
除
さ
れ
、

十
月
か
ら
来
年
九
月
ま
で
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
第
一
号
被
保
険
者
が
保
険
料
を
全
額
納
め

る
の
は
、
平
成
十
三
年
十
月
以
降
と
な
り
ま
す
。�

平
成
１２
年
度
と
１３
年
度
は
�

介
護
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
�

《表①》平成12年度～平成14年度の第1号被保険者の介護保険料月額�

�
区　　分� 月額保険料�

（平成13年10月以降）�

特別対策による�
月額保険料�

（平成12年10月～13年9月）�

平成12年4月～9月�

保険料免除�
平成12年10月～13年9月�

半額納付�

平成13年10月以降�

全額納付�

特別対策�特別対策�

　
第
一
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
は
、
市
が
定
め

る
基
準
額
を
基
に
、
市
民
税
の
課
税
状
況
な
ど
に
応

じ
て
、
五
段
階
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
例
え
ば
、
市
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
人
や
生
活
保

護
家
庭
の
人
な
ど
は
、
基
準
額
よ
り
も
低
い
金
額

に
設
定
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
市
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
る
人
は
、
基
準
額
を
上
回
る
保
険
料
に
な
り

ま
す
。
各
段
階
の
保
険
料
の
月
額
は
、
表
①
の
と

お
り
で
す
。�

　
な
お
、
介
護
保
険
料
の
基
準
額
は
三
年
ご
と
に

見
直
さ
れ
ま
す
。�生活保護家庭の人�

市民税非課税世帯で�
老齢福祉年金を受けている人�

市民税非課税世帯の人　�

市民税課税で�
年間所得250万円未満の人�

市民税課税で�
年間所得250万円以上の人�

基準額×0.50�

�

基準額×1.25�

�基準額×1.50

円�

円�

円�

円�

円�

円�

円�

円�

円�

円�

本人が市民税非課税の人�
�

基準額�

基準額×0.75�

�


